












































のに対し7)，レジリエンスは元来の気質や考え方(IAM factor)や自身の能力への効力感(ICAN factor), 






























































境資源を表すIHA VE factorの3つのカテゴリーに分類し8),21), 22)，これを構成概念とした．これらの分析
は質的研究かつ尺度開発の経験がある共同研究者と合議をしながら進めた．
表1インタビュー参加者の臨床実習領域別人数 表2NGT参加者の臨床実習領域別人数
領域 I期 I期 m期計 領域 I期 I期 m期計
身体 0 5 身体 6(2) 2 3(1) 11(3) 
精神 6 精神 3 6(2) 4(1) 13(3) 
老年 。 3 老年 。
発達 0 0 1 発達 0 0 
インタビューとNGTに参加した各領域における実習経験人数を示す．表2(）は参加人数の内 1回目NGTのみ参加の人数を表す



































































































































































































































































































44-a 作業療法士は支援の手段の1つとして会話を用いることができる 採択(IAM factor) 
ぷぶ；汝メ玲み
二旦直t導者↓こ対，し工積極的ピ質問や相談ができる～̀~ ‘” . ^・％ ぶ、 • ．9·`て·ヽ· •~ t̀‘ ●‘̀‘‘vヽへ． 、‘ .`―̀ぐえ” い・ふ^‘（R さ岱採択． 9 - ヘ`ヽ‘9 ウ？： t‘̀  ～~ ~ ~ ~ • ~ 、～へ”？心．＾~心9,；←’̀‘ 
46レポートを上手くまとめることができる . -•· _: ••••• ·••• 、 、. .①46-aに表現を修正‘
46-a埒ふ如ぶ体裁の整つたレポ＿卜の書き方が分かる ：‘'：畑 t ．、＂`心 ・ :：・ ②46-bに表現を修正
46-b 体裁の整った実習のレポートを書くことができる 採択
:•47意味や目的を持って指導者との関係性を築くことができる ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・: ・ ・  ・  ・ :；: ：  •• • • • ・採択・s, 
'“48，実習先の党生と良好な関係を築くことができる ‘" ＂忍ごご...:;,,応効――：ふ綴巡②48·-aに表現を修正-•99 々_,
48-a 実習先に学生がいたら良好な関係を築くことができる 採択
49指導者以外のスタッフと良好な闊堡を築＜こと笙できる 採択




53作業を通してクライエントと関係を築くことができる．・ • •  •  •・~ • ・9 X.．" •・．．＾ょ 採択
54グラィエントと良好なコミLニケーションをとることができる
~ ・ てヽ滋 • 9 9 .「●. , …. 9 , ・…、9 9コ
①61-aに統合
で尿55時間を有効に使うことができる 8 ふ ？ ② 5-aに表現を修正




57-a 体調管理ができる --.-—”· ②57-bに表現を




59-a巫 誰に対しても気持ちや考えをうまく表現することができる ; . ②59-bに表現を修正
59-b 実習期間中に誰に対しても気持ちや考えをうまく表現することができる 採択. =・. ······••7······;;••·,...... . •一ューょ·• ̀’咄.．.．.．"L...．．．ゃ；.`_,.炉”‘i 60クラィエントのできるところを引き出す関わり方ができる ①60-aに表現を修正
60-a芯ェクライエ砂に対して過干渉にならないような関わり方ができるふヤ心哄：ふ ふべ 公②60-bに表現を修正
60-b クライエントが実力を発揮できるように関わりの困蒻［を調整できる
: • • が・ ‘曹屯7バ芦・--x-—採択 ・ 心や，9• い勺 匹ザ•A .̂, -~--,,.り．で・ 浴ヽ？
度・t、ぷよぺヘ61クライエントの個性に対応できる 丘 ぶ …ふ ふ、1 6ふ ①617aに表現を修正
61-a クライエントの個性（性格や症状）に対応できる ＿←-一 且墾
｀ ＂ 1 62クライエントに作業療法を認知してもらえる関わりができる
゜
1 62-aに表現を修正
62-a 支援を通してクライエントに作業療法がどんなものかを伝えられる． ｀ •蔓コ←し、、ゞ＂｀
63実習Q見通しを持つことができる
9-~---—·~・＇＾，. 謡択















ものが散見される10),23)． しか し， 本研究では関連先行レジリエンス尺度も含めた文献レビューとイン
タビューの双方を用いてデータを収集したデータ収集についてCOSMINBias of checklistでは「関連
する項目 を作成するために適切な定性的なデータ収集法を使用 しているか？」 17)とい うことが求められ
ている また， 項目作成の対象は文献だけでなく インタビューなど各側面をそろえる こと により内容的
7 
構成概念































＂ぷ‘唸：淡泌茨ぶ"' · '•…•~．戸· ~ " ·,9·岱←• Vー・~ ·ぶ：··~ w.，・叩玲埒 ‘…・ ぷ ・9ヽ ーベt・~”’”~ ~ ~ ●ヽ ・ -- ~ ~ ~ ~' ~ 
に．ふ字：ふ9/ 72家族の支えがある・・992：盛：9：・…:：ふ心ぷゞ・芯：と．いふ：ぷ9999.＂ぶ・•…·~、~ •… ·~·9·99 …ぶ：99ふ；＾99：~ヽ··~~· • ~ 9ふ孟・：9・ー・9’・’・｀心・一ぷ•ぶ邸·盛·~• ·；り・：叫 ·:29 ゞ…·……~ ^,…^~r; ……•… ·9……··99………l…· ② 72:-aに表現を修正
72-a 実習期間中に家族の支えがある
~―~ ~ ~ ~- ~ --――こ’-— ·-- ---------ー＿ 採択
: 73憧れる作業療法士が身近にいる
I•73咀．ご炉． 憧れる作業療法士が思い浮かぷ心•-·
73-b 憧れる作業療法士がすぐに思い浮かぶ―~ -＇̂ 9 ・ー・ャ・V・・  ·— t v W - ~. 、~ ` ~ ~.· • ， 採択、ぺ ・と．．況・澤窃 ~ ~ ’̀~` ~ ~ 9 …• ~ ~ " ~ -t・ …心 ~. ~・—·—· ~ -＇’’ -• --…-•」 J -- ‘ ~ 止．~． 匹--人·ーや~ヽ…~如·ヽ74困った時に助けを求める.....とのできる環境（人・場所）がある ①74--aに表現を修正
74-a 困った時に助けを求めることのできる場所が思い浮かぶ ②67-b, 69-b,. 72-aに統合
75周りに信頼のできる人がいる ①75-aに表現を修正
75っ＂ 周りで信頼のできる人が思い浮かぷ .．・ヽ •ヽ• 9 ~• ~ ②75-bに表現を修正
75-b 実習を通して信頼のできる人がすぐに思い浮かぶ
9 9 9. .~^• ぶ．ぶ如C‘・如・唸が滋ぷ 心畑．：~．合· :．郊·9必呵• ~ ~ぷ-`母．滋9:.. •＾・．．．y-一芯9•ふ．．採択 ． 
76大切だと思える人がいる ①76-aに表現を修正
76:-a 大切だと思える存在が思い浮かぶ ‘ゞぷ夕江 “‘ .:. 吟 芯泣・----，'-•いぶ·ー·--•9」②76-.bに表現を修正
76-b 実習期間中に大切にできるものやイベントがすぐに思い浮かぶ・ ・ 匹・-ぶべ：： • 採択
7自分にとって良い影響を与えてくれる人がいる ①73-aに統合
































































て・~.、~. .．..． ~ ~ ‘・・・・・ ~ ．．．~ ~ •う ~ ヽ;· • ・ ~ ;~ ～ ~ ~しし ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~b ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ; ~ 
1 実習生としてクライエントの心理的な支えになることができる 1 ・ 2 ・ 3 • 4 • 5 
2 自分の得意な作業をリハビリに活かすことは楽しい 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
3 現場では自分が思っている作業療法との違いがある 1 ・ 2 ・ 3 • 4 • 5 
4 作業療法士はクライエントがやりたいことを支援できる 1 ・ 2 ・ 3 • 4 • 5 
5 クライエントの生活に根差したリハビリにやりがいを感じる 1 ・ 2 ・ 3 • 4 ・ 5 
6 クライエントと交流することは楽しい 1 • 2 • 3 • 4 ・ 5 
7 作業療法士として達成したい目標がある 1 ・ 2 • 3 • 4 ・ 5 
8 実習は学びがある 1 • 2 • 3 • 4 ・ 5 
， 実習を通して成長したい 1 • 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 
10 実習を通して自分の長所を伸ばすことができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 
11 実習を通して成功体験を経験できる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
12 作業療法への興味や関心が高い 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
13 実習に対して目標を持ち取り組む 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
14 実習指導者との経験の差を受け入れることができる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
15 教員や指導者のフィードバックで自身の成長に気付くことができる 1 • 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
16 主体的に実習に取り組むことができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
17 作業療法士は支援の手段の1つとして会話を用いることができる 1 • 2 • 3 • 4 • 5 
18 クライエントに対する評価方法のイメージがつく 1 ・ 2 ・ 3 • 4 • 5 
19 指導者に相談した方が良いことと自分で考えた方が良いことの区別がつく 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 
20 実習生なりの立ち居振る舞いが分かっている 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 
21 クライエントに対する作業療法プログラムのイメージがつく 1 ・ 2 ・ 3 • 4 • 5 
22 指導者に対して積極的に質問や相談ができる 1 ・ 2 ・ 3 • 4 ・ 5 
23 体裁の整った実習のレポートを書くことができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 
24 意味や目的を持って指導者との関係性を築くことができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 
25 実習先に学生がいたら良好な関係を築くことができる 1 ・ 2 • 3 ・ 4 ・ 5 
26 指導者以外のスタッフと良好な関係を築くことができる 1 ・ 2 • 3 • 4 ・ 5 
27 指導者が質問や相談を受けられるタイミングを見極められる 1 ・ 2 ・ 3 • 4 ・ 5 
28 実習期間中に自分の好きなことを継続できるように工夫ができる 1 • 2 • 3 • 4 ・ 5 
29 分からない症状や疾患について理解するための方法を知っている 1 • 2 • 3 ・ 4 ・ 5 
30 作業を通してクライエントと関係を築くことができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
31 実習期間中に時間を有効に使うことができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
32 教員や指導者と課題や目標が共有できる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
33 実習期間中に体調管理ができる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
34 実習期間中のストレス状況下でも自分の感情をコントロールすることができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
35 実習期間中に誰に対しても気持ちや考えをうまく表現することができる 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
36 クライエントが実力を発揮できるように関わりの程度を調整できる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
37 クライエントの個性（性格や症状）に対応できる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
38 支援を通してクライエントに作業療法がどんなものかを伝えられる 1 • 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
39 クライエントの変化に気付くことができる 1 • 2 • 3 ・ 4 ・ 5 
40 実習で出来ないことを把握したら次に活かすことができる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
41 実習期間中にやることが多くても頭の中で優先順位を整理することができる 1 • 2 • 3 ・ 4 ・ 5 
42 多職種の中でも作業療法士の役割を果たすことができる 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
43 実習について相談できる教員がすぐに思い浮かぶ 1 ・ 2 • 3 ・ 4 • 5 
44 実習期間中に気軽に話せる友人がすぐに思い浮かぶ 1 • 2 • 3 ・ 4 ・ 5 
45 実習の悩みを相談できる友人がすぐに思い浮かぶ 1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
46 実習期間中に気分転換できる活動がすぐに思い浮かぷ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
47 
実習先に自分の興味や関心を満たす環境
1 • 2 • 3 ・ 4 • 5 
（自助具室・感覚統合療法の部屋等）がすぐに思い浮かぶ
48 実習期間中に家族の支えがある 1 • 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
49 憧れる作業療法士がすぐに思い浮かぷ 1 • 2 • 3 ・ 4 ・ 5 
50 実習を通して信頼のできる人がすぐに思い浮かぷ 1 ・ 2 • 3 ・ 4 • 5 
51 実習期間中に大切にできるものやイベントがすぐに思い浮かぶ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 • 5 
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Abstruct 
Clinical training is an important event for occupational therapy students, however, it is strongly 
related to stress or depression. To get over those troubles, "resilience" is noticed. In this study, we 
developed "clinical training resilience scale for occupational therapy students", and examined the 
content validity of it. To develop the scale, the literature review and interview to occupational therapy 
students were conducted. As a result, 80 questionnaires were made, and they were divided into 3 
constructs which are the''I AM, I CAN, and I HAVE factor'. The content validity of the scale was 
examined by the nominal group technique, and we adopted the 52 questionnaires in the end. We 
consider this scale is new in terms of containing the factors to overcome difficulties without denying 
the existence of troubles in clinical training. We will have to pick up some questionnaires while 
confirming the construct validity, criterion validity, and reliability in the future. 
Key words: resilience, occupational therapy students, clinical traimng, scale, content validity. 
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